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      ○箕輪町は長野県のほぼ中央部に位置し、天竜川が町の中央平坦地を南流し、東西には、河岸段丘が著しく発達しています。段丘下の沖積地は古来からの水田地帯、西部には西天竜水田区から扇中央部の畑地帯を経て、中央アルプス前山に連なっています。  中央自動車道西宮線をはさんで、広域農道・県道伊那箕輪線・国道 153 号・箕輪バイパス・JR 飯田線と、南北を幹線が縦走し、理想的な交通網が整備された、まさに暮らしよい町です。 ○箕輪町の橋梁は、町の中を天竜川や高速道路（NEXCO 中日本）などが通過するため、橋長の長い橋梁も多くあります。また図１－１で示した通り、古い橋梁から新しい橋梁まで幅広く管理しており、20 年後には 64％の橋梁が 50 年を超えます。今回特に重要な橋梁として、中央道横断橋 5 橋を含む 39 橋（63 径間）を選定して計画策定を行いました。 ○橋梁数は、日本の高度成長期（1955～1975 ごろ）以前に架設された橋梁が 9 橋（30％）です。これらを中心に、20 年後には経年劣化が目立つ建設後 50 年を経過する橋梁が 17 橋（57％）と急増します。橋梁の寿命が 50 年というわけではありませんが、老朽化や劣化が進行しますと、調査や補修工事で橋の交通規制や通行止め等が必要となり、社会的影響が大きくなります。          ※図中の数字は橋梁数を示します   図 1-1        図 1-2    ○橋梁の維持管理の課題は、安全・安心の確保 , 予算の平準化 , 継続性 , コストの縮減です。 ○このような課題を解消する目的で、これまでの壊れたら直す『事後保全型』管理から、損傷が大きくなり補修費用が増す前に計画的に補修する『予防保全型』管理へ転換することを目的として、計画を策定しました。 ○継続的に維持管理するため、管理データのデータベースをネット管理することにしました。 ○これにより、 社会資本としての道路ネットワークの信頼性を、 

継続的かつ低コストで長期的に維持管理する  ことを目指します。            
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    日常業務日常業務日常業務日常業務    ○日常的な維持管理としては、町職員の巡回による点検を随時行い、異常の早期発見に努めるとともに、小規模な維持作業を随時実施します。   定期点検定期点検定期点検定期点検 ○5 年ごとに定期点検を実施し、橋梁の損傷状況を把握し、修繕計画に反映させます。   維持管理維持管理維持管理維持管理    ○日常業務、定期点検のデータ及び地域住民の方々のご意見を積み上げることで早期劣化の橋梁の発見に努め、地域間の孤立が生じないよう、専門的な知見を得ながら、早期対策を行います。 ○維持管理の方針としては、従来の「損傷・劣化が深刻化してから大規模な修繕を行う」対処療法的な維持管理から「損傷・劣化が深刻化する前に予防的な修繕を行う」予防保全型の維持管理へ転換を図り、対象橋梁の延命を図ると共に、架け替え時期の分散化を計画の基本方針とします。 

   ※長寿命化修繕計画は、箕輪町で管理している橋梁のうち重要度、損傷度、緊急度の高い橋梁を対象とします。  橋梁数 備考 全管理橋梁 150   長寿命化計画策定橋梁 39 損傷・劣化の大きな橋梁    ・ 重要な道路網の考え方 ① 高速道路、鉄道等の重要施設を跨ぐ橋梁 ② 主要幹線道路に位置する橋梁 ③ 町内の集落間を結ぶ区間に位置する橋梁   ①～③の路線上にある橋梁を、重要路線を構成する橋梁とし、重要橋梁と位置づけます。   この重要橋梁を中心に、損傷、劣化が進行した橋梁から補修橋梁を選定しました。   ① 補修・補強計画はコスト縮減効果がある橋梁（費用対効果が予防保全型<事後保全型）を対象に、重要度・損傷度・緊急度の総合点が高い橋梁から順に選定しました。 ② 維持管理費は、大型補修については 1 回/1 橋とし、劣化・損傷の主要因である橋面の補修を基本とした予防保全を繰り返すことを計画の基本としています。    ※今回の計画対象橋梁を、供用開始から 100 年間維持すると想定して試算した結果です。          ○橋梁点検橋梁点検橋梁点検橋梁点検をををを継続継続継続継続してしてしてして、、、、現状現状現状現状をををを把握把握把握把握しながらしながらしながらしながら適切適切適切適切なななな時期時期時期時期にににに的確的確的確的確なななな補修工事補修工事補修工事補修工事をををを実施実施実施実施することですることですることですることで、、、、橋梁橋梁橋梁橋梁のののの安全性安全性安全性安全性    （（（（構造安全性構造安全性構造安全性構造安全性、、、、走行安全性走行安全性走行安全性走行安全性、、、、対人被害対人被害対人被害対人被害））））がががが向上向上向上向上するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、道路道路道路道路ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの信信信信頼性頼性頼性頼性がががが確保確保確保確保できますできますできますできます。。。。                        ○○○○今後今後今後今後のののの点検点検点検点検データデータデータデータをををを継続的継続的継続的継続的ににににデータベースデータベースデータベースデータベースにににに蓄積蓄積蓄積蓄積しししし、、、、専門家専門家専門家専門家のののの判断判断判断判断もももも加加加加えながらえながらえながらえながら緊急事態緊急事態緊急事態緊急事態にもにもにもにも対応対応対応対応できるできるできるできる体制体制体制体制をををを整整整整えましたえましたえましたえました。。。。      

長寿命化修繕計画 （補修+長期的維持管理） 9.2 億円 従来型修繕方法 （対処療法的管理） 20.2 億円 

縮減効果縮減効果縮減効果縮減効果        

11.011.011.011.0 億円億円億円億円     

箕輪町箕輪町箕輪町箕輪町    橋梁長寿命化修繕計画橋梁長寿命化修繕計画橋梁長寿命化修繕計画橋梁長寿命化修繕計画のののの概要概要概要概要     
箕輪町箕輪町箕輪町箕輪町がががが管理管理管理管理するするするする橋梁橋梁橋梁橋梁についてについてについてについて、、、、橋梁長寿命化計画橋梁長寿命化計画橋梁長寿命化計画橋梁長寿命化計画をををを策定策定策定策定しましたしましたしましたしました    
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